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令和5年度・6年度（2023年度・2024年度） 

神代植物公園植物多様性センター事業年報 

 

公益財団法人東京都公園協会 神代植物公園 植物多様性センター長 

田中 利彦 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 植物多様性の損失が懸念されている中、神代植物公園では他の植物園と連携して絶滅危

惧植物の保護・増殖等を行う「植物多様性保全拠点園」（公益社団法人日本植物園協会認定）

としての活動に取り組んできた。 

 神代植物公園植物多様性センターは、都内における植物多様性保全をより一層推進する

ため、保全上の様々な機能を総合的に担う拠点施設となることを目的に、平成24年（2012年）

4月に開設された。開設当初から公益財団法人東京都公園協会が管理運営を受託し、平成28

年度（2016年度）より指定管理者として職員10名の体制で運営している。 

 植物多様性センターの敷地は約26,000㎡あり、その中には学習園（16,000㎡）、情報館（650

㎡）、栽培温室（200㎡）の施設がある。 

学習園では、山地や石灰岩地を再現した奥多摩ゾーン、河原や雑木林を再現した武蔵野ゾ

ーン、海岸や火山地形を再現した伊豆諸島ゾーンと、東京を代表する自然環境を再現した3

つのゾーンを設け、それぞれの環境に合った植物を展示している。 

情報館では、学習園で観察できる植物の案内・解説や、植物多様性に関するパネル等の展

示を行っている。また植物・動物の図鑑や東京都の自然に関する図書文献が閲覧できる、ラ

イブラリーコーナーが設けられている。館内のセミナールームでは、講座や学習プログラム

を実施している。無菌培養室（非公開）では、ラン科植物を中心に無菌培養による増殖に取

り組んでいる。 

栽培温室は非公開であるが、東京都産の植物を中心に栽培・育成しており、一部の絶滅危

惧植物の生息域外保全も行っている。 

植物多様性センターの事業は、次の3つを軸に展開している。 

１．絶滅危惧植物の保護・増殖 

２．絶滅危惧植物に関する情報収集・発信 

３．植物多様性に関する教育・普及 

 絶滅危惧植物の保護・増殖として、平成19年度（2007年度）から25年度（2013年度）まで

神代植物公園において「絶滅危惧植物保全調査」の検討と実施、及び「絶滅危惧植物保全計

画」の策定を行い、都内の絶滅危惧植物の生育状況の把握と保全対象種の検討を行ってきた。

当該計画では、植物多様性センターが重点的に保全する植物種を「優先保全対象種」として

118種（本土部43種及び島嶼部75種）選定し、平成25年度に策定した保全策に基づき、それ
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ら植物種の現地調査等の生息域内保全や種子採取・無菌培養による増殖等の生息域外保全

を平成26年度（2014年度）から行っている。 

 絶滅危惧植物に関する情報収集・発信としては、関係機関や保全団体とのネットワークを

活かし、都内における絶滅危惧植物の現状と保全に向けた取組状況を把握した上で、情報拠

点として各活動団体等が行う保全・保護・増殖活動に有効な支援を行うことを目的としてい

る。また植物多様性センターでは、保全団体や愛好家等と学識経験者、公園管理者、行政機

関が参加する情報連絡会を開催し、各団体等の取組について意見交換や情報交換を行って

いる。 

植物多様性に関する教育・普及については、近隣の小中学校や農学系の大学生等へ環境学

習プログラムを企画立案し、教育普及活動を行っている。職員やボランティアによる園内の

ガイドツアーを実施するほか、職員や専門家による講座を開催している。 

また利用者層の一層の拡充、特に乳幼児を連れたファミリー層をはじめとする家族連れ

や低年齢層者が利用できる場の提供を目標として、“チルドレンズミュージアム”を令和5年

度より開始した。 

本報告は、植物多様性センターが令和5年度並びに6年度に実施した事業や取り組みを年

報としてとりまとめたものであり、植物多様性センターへのご理解とご支援をいただく上

での参考としていただくとともに、今後事業や取り組みの進展を図る上で、技術の向上や事

業の推進に役立たせることができればと考えている。 

 

Ⅱ．絶滅危惧植物の保護・増殖の取り組み 

１ 優先保全対象種等の植物調査 

 優先保全対象種については、生息域内保全の一環として、生育状況及び生育環境のモニタ

リング調査を実施している。調査結果については「保護・増殖カルテ」に取りまとめ、保存

している。 

（１）本土部における優先保全対象種の調査 

本土部において令和6年度に実施した優先保全対象種の調査結果を、表1に示した。令和6

年度は3種3地点の調査を実施した。なお令和5年度は本土部では、優先保全対象種の調査は

実施しなかった。 

 

 

 

 

 

 

（２）島嶼部における優先保全対象種の調査 

島嶼部において令和5年度・6年度に実施した優先保全対象種の調査結果を、表2～表3に示

表1 本土部における優先保全対象種の調査（令和6年度） 

№ 調査日 種名 調査概要

1 5月5日 カザグルマ 4個体確認。土地の造成により個体数減少。

2 9月14日 ミズワラビ 個体確認できず。

3 10月30日 ウラギク 11個体確認。
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した。令和5年度は新島、御蔵島及び八丈島において19種26地点、令和6年度は大島、御蔵島

及び八丈島において19種25地点の調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表2 島嶼部における優先保全対象種の調査（令和5年度） 

№ 調査日 種名 調査概要

1 7月3日 ナゴラン 2019年の台風による倒木で目的地まで到達できず。

2 7月3日 ニイジマトンボ 個体確認できず。出芽前の可能性あり。

3 7月3日 ニイジマトンボ 個体確認できず。数年確認できていない箇所。

4 7月3日 ニイジマトンボ
1個体確認。他個体は出芽前の可能性あり。生息数は一番多い箇
所。

5 7月4日 ヒメノヤガラ
3個体確認。他個体は出芽前の可能性あり。比較的安定した小規模
な谷沿い。

6 7月4日 ナヨテンマ
個体確認できず。数年確認できていない箇所。伐採した木々の発
生材が放置された状態。消失した可能性が高い。

7 7月5日 コウヅエビネ
1個体確認。台風による自生環境の崩落。非常に不安定。過去に盗
掘された株の一部が生き残った状態。

8 10月18日 サクユリ
4個体確認。生育面積が減少している。草刈りのためか地被植物が
少ない。

9 10月18日 ハチジョウオトギリ 個体確認できず。一時的に地上部がない可能性もある。

10 10月18日 ハチジョウコゴメグサ 個体確認できず。一時的に地上部がない可能性もある。

11 10月18日 イズノシマウメバチソウ
11個体確認。芽出し直後の小型株多し。生育地が乾燥化している
とみられる。

12 10月19日 ムカゴトンボ （2地点） 個体確認できず。上層が成長し、法面が暗くなっている。

13 10月19日 フクオウソウ 2個体確認。生育箇所の日照が不十分。

14 10月19日 ミクラジマトウヒレン 75個体確認。ミクラザサ草地内に生育し、個体数は減少傾向。

15 10月19日 オオシマシュスラン
3個体確認。周辺にモノレールが敷設され、日照条件が変化してい
る。

16 10月20日 アツイタ
1個体確認。個体は健全だが小さめ。生育地が乾燥化しているとみ
られる。

17 10月23日 アツイタ
5個体確認。着生木（スダジイ）が老木のため、今後枯死する可能
性がある。

18 10月23日 ムカゴトンボ
1個体確認。10個体から減少。ウラジロの分布拡大により、消滅す
る可能性がある。

19 10月24日 サクユリ 2個体確認。過年度の座標データに誤りがあったため修正。

20 10月24日 ハチジョウオトギリ 24個体確認。大きな植生変化なし。

21 10月24日 ハチジョウコゴメグサ 47個体確認。ハチジョウイヌツゲの被度が増加している。

22 10月24日 ヒロハヒメウラボシ 8個体確認。ハチジョウイヌツゲ、ヒサカキ低木林内の岩上。

23 10月24日 マツバラン 24個体確認。公園内のカナリーヤシの幹に着生。

24 10月24日 マヤラン 個体確認できず。近隣で1個体確認。

25 10月25日 キンラン 個体確認できず。一時的に地上部がない可能性もある。

26 10月25日 シュンラン 個体確認できず。低木層の被度が増加している。
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写真1 御蔵島での調査 写真2 ハチジョウコゴメグサ 

表3 島嶼部における優先保全対象種の調査（令和6年度） 

№ 調査日 種名 調査概要

1 7月9日 ナギラン 個体確認できず。

2 7月9日 ミクラトンボソウ 3個体確認。

3 7月9日 オオバヨウラクラン
個体確認できず。着生していたツゲが消失した可能性あ
り。

4 7月10日 ハコネコメツツジ 5集団確認。開花も確認。

5 7月10日 ナゴラン 個体確認できず。

6 7月10日 ハチジョウオトギリ 6個体確認。

7 7月10日 シマキンレイカ 20個体確認。開花も確認。近隣にも群落あり。

8 7月10日 フクオウソウ 8個体確認。近隣にも多数あり。

9 7月11日 ミクラトンボソウ 個体確認できず。

10 7月11日 ハチジョウネッタイラン 個体確認できず。

11 7月17日 サクユリ 2個体確認。

12 7月17日 ハチジョウオトギリ 30個体確認。

13 7月17日 アツイタ 1個体確認。

14 7月18日 ギンラン 個体確認できず。

15 7月18日 ササバギンラン 個体確認できず。

16 7月19日 ナツエビネ 2個体確認。

17 7月19日 ナツエビネ 2個体確認。

18 9月9日 ヤマユリ 個体確認できず。

19 9月9日 サクユリ 個体確認できず。

20 9月9日 ハチジョウオトギリ 10個体確認。

21 9月10日 ユウコクラン 10個体確認。ただしコクランと思われる。

22 9月10日 イズドコロ 個体確認できず。

23 9月10日 イズドコロ 3個体確認。

24 9月10日 ツリガネニンジン 個体確認できず。

25 9月11日 ソナレセンブリ 30個体確認。
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２ 東京都内における生息域外保全 

令和6年度までに植物多様性センターで実施した、東京都内における生息域外保全の実績

を、表4～表6に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4 東京都内における生息域外保全の実績(1/3) 

№ 種名 場所 採取日 備考

1 イズノシマホシクサ 島嶼部

平成26年9月26日
種子採取
平成30年8月29日
種子採取
平成30年8月30日
種子採取

平成26年より継続・栽培

2 ウチョウラン 本土部
平成27年10月1日
種子採取

新宿御苑へ送付

3 オオシマシュスラン 島嶼部
平成27年1月20日
種子採取

新宿御苑へ送付

4 キキョウ 本土部
平成27年9月30日
種子採取

新宿御苑へ送付

5 キンラン 島嶼部
平成26年9月3日
種子採取

平成26年より継続・無菌培養

6 クマガイソウ 島嶼部

平成26年9月3日
種子採取
平成30年9月11日
種子採取

平成26年より継続・無菌培養
平成30年4月10日に人工授粉を行い、9蒴果の
うち5蒴果を採取した。
新宿御苑、富山県中央植物園へ送付

7 コウズエビネ 島嶼部
平成26年9月27日
種子採取

無菌培養、平成26年より継続・無菌培養（2系
統）

8 コウズエビネ 島嶼部
平成27年10月5日
種子採取

新宿御苑へ送付・無菌培養（2系統）

9 シムライノデ 本土部
平成30年2月15日
個体受取

栽培、危険分散のため国立科学博物館筑波実
験植物園へ送付

10 シラン 本土部
平成27年9月15日
種子採取

案内人の依頼及び盗掘の恐れがあることから
種子採取による域外保全を行った
新宿御苑へ送付、栽培

11 ナギラン 島嶼部
平成26年9月3日
種子採取

平成26年より継続・無菌培養

12 ナギラン 島嶼部
平成28年10月27日
種子採取

平成28年より無菌播種、新宿御苑へ送付

13 ナゴラン 島嶼部
平成27年7月7日
個体受取

栽培

14 ナツエビネ 島嶼部
平成29年11月8日
種子採取

新宿御苑へ送付、無菌培養

15 ニオイエビネ 島嶼部
平成28年10月27日
種子採取

無菌培養、新宿御苑へ送付（自生地消失のた
め代替地で採取）

16 ハマカキラン 本土部
平成28年8月6日
種子採取

新宿御苑へ送付
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表5 東京都内における生息域外保全の実績(2/3) 

№ 種名 場所 採取日 備考

17 ヒイラギソウ 本土部
平成27年9月30日
個体採取

挿し木にて栽培、平成26年より継続・栽培

18 ヒナノキンチャク 本土部
平成29年11月16日
種子採取

栽培、新宿御苑へ送付

19 ヒナワチガイソウ 本土部
平成27年4月30日
種子採取

新宿御苑へ送付、生活史調査及び栽培

20 フウラン 島嶼部
平成28年11月1日
種子採取

無菌培養

21 マメヅタラン 島嶼部
平成26年9月26日
個体採取

平成26年より継続・栽培

22 ミクラジマトウヒレン 島嶼部
平成27年11月17日
種子採取

案内人の依頼により種子採取による域外保全を
行った
新宿御苑、富山県中央植物園へ送付、栽培

23 ミズネコノオ 本土部
平成27年10月14日
種子採取

案内人の依頼により種子採取による域外保全を
行った
新宿御苑へ送付

24 ムサシノキスゲ 本土部

平成29年7月13日
種子採取
平成29年7月28日
個体採取

栽培、東京大学及び新宿御苑へ送付

25 ユウシュンラン 本土部
平成28年1月22日
種子採取

指定対象種は過去の自生情報のみのため、他の
自生地から採種
新宿御苑へ送付・無菌培養

26 ハチジョウツレサギ 島嶼部
平成30年10月6日
種子採取

新宿御苑へ送付

27 バアソブ 本土部
平成30年10月3日
種子採取

新宿御苑へ送付、栽培

28 ハタザオ 本土部
平成29年11月28日
種子採取

新宿御苑へ送付、栽培

29 シマキンレイカ 島嶼部
平成30年10月7日
種子採取

新宿御苑へ送付

30 ウラジロヒカゲツツジ 本土部
平成30年10月29日
種子、個体採取

新宿御苑へ種子送付、新潟県立植物園へ個体送
付

31 カイコバイモ 本土部
令和元年5月10日
種子採取

栽培、新宿御苑、国立科学博物館筑波実験植物
園へ送付

32 ツレサギソウ 本土部
令和元年9月3日
種子採取

無菌培養

33 クロヤツシロラン 本土部
令和元年12月17日
種子採取

無菌培養

34 フジバカマ 本土部
令和2年12月25日
種子採取

栽培

35 エビラシダ 本土部
令和4年5月13日
個体採取

栽培
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表6 東京都内における生息域外保全の実績(3/3) 

写真3 ミクラジマトウヒレン（種子からの育成個体） 写真4 ツレサギソウの無菌培養 

№ 種名 場所 採取日 備考

36 ヒナノキンチャク 本土部
令和4年9月15日
種子、個体採取

新宿御苑へ種子送付、個体は栽培

37 ヒメシオン 本土部
令和4年10月13日
個体受取

栽培

38 ステゴビル 本土部
令和4年10月22日
種子、個体採取

種子保存、個体は栽培

39 フウラン 島嶼部
令和4年11月13日
個体受取

栽培

40 セッコク 島嶼部
令和5年2月5日
個体受取

栽培

41 ナゴラン 島嶼部
令和5年2月5日
個体受取

栽培

42 ツレサギソウ 本土部
令和5年9月3日
種子受取

無菌播種

43 ナゴラン 島嶼部
令和5年11月28日
個体受取

栽培

44 ノコギリシダ 本土部
令和6年9月28日
個体受取

栽培

45 オミナエシ 本土部
令和6年9月28日
個体受取

栽培

46 クサレダマ 本土部
令和6年10月12日
個体及び種子受取

栽培
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３ 建設局等の事業に対する絶滅危惧植物等の保全に対する取り組みへの支援 

令和5年度・6年度に実施した、東京都建設局等の事業に対する絶滅危惧植物等の保全に対

する取り組みへの支援の実績を、表7～表8に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．絶滅危惧植物に関する情報収集・発信の取り組み 

１ 植物多様性センター蔵書数 

 植物多様性センターでは情報館内ライブラリーコーナーにおいて、植物に関する書籍や

地域資料、保全団体発行の研究報告等の収集を行っている。 

蔵書数を表9に示した。新たに令和5年度は28点、令和6年度は21点の収集を行い、累積収

表7 東京都建設局事業等に対する絶滅危惧植物等の保全に対する取り組みへの支援の実績（令和5年度） 

写真5 コシオガマの種子採取 写真6 ヤナギスブタ管理のアドバイスの実施 

事務所・担当部署 状況 植物名・数量等 日付 支援内容

建設局西部公園緑地事務所
工事課

都立公園内法面土留め工
事に伴う希少植物の保全
（種子採取・移植）

コシオガマ
約10株
ホタルカズラ
約20株

10月16日
11月23日

コシオガマの種子採取と、ホタ
ルカズラの掘り取り・仮植えの
実施

環境局多摩環境事務所
自然環境課

希少植物群生地の保全 レンゲショウマ 11月21日
環境管理及びポットへの播種管
理に対するアドバイスの実施

建設局北多摩南部建設事務所
工事第一課環境対策担当

関戸橋架替事業に伴う希
少植物の保全

カワラノギク
種子約12,000粒

2月26日 前年度受入種子の返却

表8 東京都建設局事業等に対する絶滅危惧植物等の保全に対する取り組みへの支援の実績（令和6年度） 

事務所・担当部署 状況 植物名・数量等 日付 支援内容

建設局西部公園緑地事務所
工事課緑化推進担当

都立公園における希少植
物の保全

ヤナギスブタ 10月11日
生息域外保全に対するアドバイ
スの実施、個体受け入れの検討

建設局西部公園緑地事務所
工事課

都立公園内法面土留め工
事に伴う希少植物の保全
（種子採取・移植）

コシオガマ
ホタルカズラ

3月6日
昨年度採取したコシオガマの種
子の播種と、昨年度掘り取った
ホタルカズラの植え戻し

建設局北多摩南部建設事務所
工事第一課環境対策担当

関戸橋架替事業に伴う希
少植物の保全

カワラノギク種子 3月26日 種子の保存
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集数は1,174点となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 神代植物公園植物多様性保全に関する情報連絡会 

植物多様性センターでは毎年、東京都西部公園緑地事務所と共催で、学識経験者や地域植

物保全団体等との情報や意見の交換により、植物多様性保全事業に資することを目的とし

た情報連絡会を、本土部と島嶼部に分けて開催している。 

令和5年度は本土部については1月27日に神代植物公園本園植物会館大集会室で実施した。

参加保全団体による、活動報告についてのポスターセッションを行い、情報や意見の交換の

場を提供した。島嶼部については1月28日に植物多様性センター情報館内セミナールームで

実施した。伊豆諸島各島から、植物の現状や活動状況の報告が行われ、アドバイザーやオブ

ザーバーを交えた意見交換を行った。次第を表10～表11、参加者数を表12に示した。 

令和6年度は本土部については1月25日に神代植物公園本園植物会館大集会室で実施した。

参加保全団体による、意見交換会を実施したほか、東京都立大学牧野標本館より、東京いき

もの台帳・植物専門調査に関する報告を行った。島嶼部については2月1日に植物多様性セン

ター情報館内セミナールームで実施した。前年度と同様の内容のほか、東京都環境局自然環

境部計画課より東京都レッドリスト改定の報告を行った。次第を表13～表14、参加者数を表

15に示した。 

 

  

表9 植物多様性センター蔵書数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

冊数 134 253 180 56 72 79 58

年度 H31 R2 R3 R4 R5 R6 計

冊数 80 154 38 21 28 21 1,174

写真7 ライブラリーコーナー 写真8 ライブラリーコーナー利用状況 
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表12 情報連絡会の参加者数（令和5年度） 

保全団体等 オブザーバー 事務局等

本土部 1月27日 33 28 11

島嶼部 1月28日 16 6 9

区分 開催日
参加者数

表10 情報連絡会（本土部）次第（令和5年度） 

表11 情報連絡会（島嶼部）次第（令和5年度） 

敬称略

1 開会挨拶 阿部　好淳 東京都西部公園緑地事務所工事課

遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

2 アドバイザー紹介 遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

加藤　英寿 東京都立大学牧野標本館

藤田　卓 公益財団法人日本自然保護協会

3 植物多様性センターの事業報告 田中　利彦 神代植物公園植物多様性センター

4 無菌培養における取組の報告 日比　也貴 神代植物公園植物多様性センター

5 東京都野生動植物インベントリ策定 内山　香 東京都環境局自然環境部計画課

プロジェクトについて

6

7 講評 アドバイザー

8 閉会挨拶 松井　映樹 神代植物公園　園長

ポスターセッション

敬称略

1 開会挨拶 阿部　好淳 東京都西部公園緑地事務所工事課

遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

2 アドバイザー紹介 遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

加藤　英寿 東京都立大学牧野標本館

藤田　卓 公益財団法人日本自然保護協会

3 植物多様性センターの事業報告 田中　利彦 神代植物公園植物多様性センター

4 無菌培養における取組の報告 日比　也貴 神代植物公園植物多様性センター

5 東京都野生動植物インベントリ策定 内山　香 東京都環境局自然環境部計画課

プロジェクトについて

6 植物多様性保全に関する島嶼部からの活動報告 上條　隆志 筑波大学大学院生命環境科学研究科

7

8 講評 アドバイザー

9 閉会挨拶 松井　映樹 神代植物公園　園長

ポスターセッション
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表13 情報連絡会（本土部）次第（令和6年度） 

表14 情報連絡会（島嶼部）次第（令和6年度） 

表15 情報連絡会の参加者数（令和6年度） 

保全団体等 オブザーバー 事務局等

本土部 1月25日 34 22 2

島嶼部 2月1日 23 10 3

区分 開催日
参加者数

敬称略

1 開会挨拶 松浦　光明 東京都西部公園緑地事務所工事課長

遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

2 アドバイザー紹介 遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

加藤　英寿 東京都立大学牧野標本館

3 植物多様性センターの事業報告 田中　利彦 神代植物公園植物多様性センター

4 東京都のシカ対策の取組 資料配布 東京都環境局

5 東京いきもの台帳・植物専門調査について 内野　秀重 東京都立大学牧野標本館

6

7 講評 アドバイザー

8 閉会挨拶 松井　映樹 神代植物公園　園長

意見交換会

敬称略

1 開会挨拶 松浦　光明 東京都西部公園緑地事務所工事課長

遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

2 アドバイザー紹介 遊川　知久 国立科学博物館筑波実験植物園

加藤　英寿 東京都立大学牧野標本館

藤田　卓 公益財団法人日本自然保護協会

3 植物多様性センターの事業報告 田中　利彦 神代植物公園植物多様性センター

4 東京都レッドリスト（島しょ部）改定の 上中　章雄 東京都環境局自然環境部計画課

取組について 照沼　愛 東京都環境局自然環境部計画課

三坂　秀樹 東京都環境局自然環境部計画課

5 東京いきもの台帳・植物専門調査について 加藤　英寿 東京都立大学牧野標本館

6 植物多様性保全に関する島嶼部からの活動報告 上條　隆志 筑波大学大学院生命環境科学研究科

7

8 講評 アドバイザー

9 閉会挨拶 松井　映樹 神代植物公園　園長

ポスターセッション



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ホームページの「お知らせ」 

植物多様性センターでは毎週1回、ホームページの「お知らせ」を更新し、見ごろの植物

を紹介している。令和5年度の「お知らせ」のタイトルを、表16に示した。なお令和6年度か

らのホームページのリニューアルに伴い、今後新規コーナーで見ごろの植物を紹介予定で

ある。「お知らせ」での見ごろの植物の紹介は、2月9日の更新を最後とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表16 ホームページの「お知らせ」タイトル 

№ 更新日 題 № 更新日 題

1 4月7日 学習園のイヌノフグリの仲間たち 24 9月15日 マルバヌスビトハギ

2 4月14日 スズメノヤリの仲間 25 9月22日 ガガイモの花その２

3 4月21日 アオギリの紅葉？ 26 9月29日 イヌハギ

4 4月28日 スイバの花 27 10月6日 幼虫フェスティバル

5 5月5日 エノキの果実？ 28 10月13日 レモンエゴマ

6 5月12日 発芽した苗のかたち 29 10月20日 メナモミ

7 5月19日 キショウブの難除去性 30 10月27日 オニユリとコオニユリ

8 5月26日 4種のチビタマムシ 31 11月3日 アカバナの変わった果実

9 6月2日 3羽のエンドウマメ 32 11月10日 虫こぶいろいろ

10 6月9日 ミヤマハハソ 33 11月17日 アザミの花の仕組み

11 6月16日 改めて観察するネジバナ 34 11月24日 シロダモの花

12 6月23日 ヤマとホタルの間には、、、 35 12月1日 黒い果実とその理由

13 6月30日 アオノクマタケラン 36 12月8日 ヤブタバコとコヤブタバコ

14 7月7日 ハムシの多様性 37 12月15日 ついに割れたガガイモの果実

15 7月14日 名前から観察するハキダメギク 38 12月22日 フユシャクの季節

16 7月21日 ヤマニガナ 39 12月29日 果実と野鳥たち

17 7月28日 ワレモコウの花 40 1月5日 シイとカシの冬芽

18 8月4日 ヤマアジサイその後 41 1月12日 ナガバジャノヒゲの種子

19 8月11日 コモチマンネングサのこども 42 1月19日 学習園の地衣類

20 8月18日 ナベナの戦略 43 1月26日 カンガレイの一年

21 8月25日 ひっそりヒメシロアサザ 44 2月2日 学習園のロゼット

22 9月1日 チョッキリとゾウムシ 45 2月9日 カンアオイの歴史

23 9月8日 フジバカマとヒヨドリバナ

写真9 情報連絡会・本土部（令和5年度） 写真10 情報連絡会・島嶼部（令和6年度） 
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４ ホームページのコラム 

植物多様性センターのホームページのリニューアルに伴い、「お知らせ」での見ごろの植

物の紹介を終了し、令和6年4月より「植物多様性センターコラム」を開始し、毎月1回更新

した。令和6年度の「植物多様性センターコラム」のタイトルを、表17に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1 4月28日更新・スイバの花 図2 12月29日更新・果実と野鳥たち 

表17 「植物多様性センターコラム」タイトル 

№ 更新日 タイトル

1 4月4日 身近なツクシ　その正体とは？

2 5月20日 ムラサキ科の花の不思議

3 6月27日 スミレたちの大変身！

4 7月24日 幻のガガブタ

5 8月28日 学習園ハムシいろいろ

6 9月16日 フジバカマの災難

7 10月25日 学習園で越冬するトンボたち

8 11月17日 ひっつき虫とその正体

9 12月16日 学習園の冬の虫こぶ

10 1月15日 ヤブツバキ　冬に咲かせるその理由

11 2月14日 学習園のロゼットの毛

12 3月13日 ヒナワチガイソウの生活史
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Ⅳ．植物多様性に関する教育・普及の取り組み 

１ エントランス展示 

 植物多様性センターでは情報館内のエントランス展示を、年に数回更新している。令和5

年度・6年度のエントランス展示の実施概要を、表18～表19に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表18 エントランス展示の実施概要（令和5年度） 

写真11 擬態を見破れ！（令和5年度） 写真12 知るほど楽しい！生物多様性（令和6年度） 

表19 エントランス展示の実施概要（令和6年度） 

期間 タイトル

4月4日～6月4日 単子葉類サトイモ科テンナンショウ属

6月6日～7月13日 花とみつばち

7月16日～9月30日 植物・動物 観察レポートをつくろう！

10月1日～12月2日 つながる！絵本と外

12月3日～3月3日 擬態を見破れ！

3月5日～3月31日 コケを楽しもう～入門編～

期間 タイトル

4月10日～12月8日 超入門　スゲを見分けよう！

7月20日～9月29日 観察レポートをつくろう！

10月6日～2月27日 植物の広がり方

11月6日～令和7年度継続 知るほど楽しい！生物多様性

12月1日～令和7年度継続 復刻！灯台下暗し！イネ科植物

2月27日～令和7年度継続 無菌培養の世界



15 

 

２ ガイドツアーの回数と参加者 

植物多様性センターでは毎週土曜日・日曜日に、来園者を対象としたガイドツアーを実施

してきた。新型コロナウィルス感染症（COVID‐19）の感染拡大防止のため、令和2年3月以

降は中止と再開を繰り返していたが、令和4年6月より原則毎月第2・第4日曜日の開催として

再開し、令和5年6月より原則8月と1月を除く毎日曜日の開催とした。令和5年度・6年度の実

施回数と参加人数を、表20～表21に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 団体ガイド 

植物多様性センターでは原則1か月に2団体を上限として、団体ガイドを実施している。令

和5年度・6年度の実施状況を、表22～表23に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表20 ガイドツアーの実施状況（令和5年度） 

表22 団体ガイドの実施状況（令和5年度） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

回数 2 1 3 3 - 4 5 4 4 - 3 5 34

参加人数 20 10 11 10 - 22 32 38 20 - 27 36 226

№ 実施日 団体名 参加人数

1 5月28日 樹木医第31期会 12

2 6月10日 府中市環境政策課 14

3 6月13日 小金井公園「樹木の会」 16

4 9月30日 神代植物公園本園ボランティア 12

5 3月28日 アダチハッピーハニー 12

66計

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

回数 3 4 4 3 - 4 2 3 3 - 3 4 33

参加人数 37 35 28 10 - 25 23 29 29 - 30 45 291

表21 ガイドツアーの実施状況（令和6年度） 

№ 実施日 団体名 参加人数

1 6月15日 神代植物公園ガイドボランティア 8

2 11月30日 三鷹・調布自然観察会 11

19計

表23 団体ガイドの実施状況（令和6年度） 
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４ 植物多様性に関する講座 

 植物多様性センターでは植物や生物多様性に関する講座を、事前申し込み制で実施して

いる。令和5年度・6年度の実施状況を、表24～表26に示した。 

 令和5年度は4月22日に開催した「テンナンショウ、ショクダイオオコンニャク、サトイモ

科驚異の世界」は、東京大学名誉教授の邑田仁氏を講師としてお招きし、参加者定員を増や

して神代植物公園本園大集会室で開催した。また7月2日に開催した第15回「みんなで守ろう

日本の野生ラン」シンポジウムは、ラン懇話会との共催により実施した。 

令和6年度は7月21日に第16回「みんなで守ろう日本の野生ラン」シンポジウムを、前年度

と同様ラン懇話会との共催により開催した。新たな試みとしてオンラインとのハイブリッ

ド形式により開催し、オンラインで16人の参加があった。また10月27日と11月10日に開催し

た「植物標本をもっとつくろう！」は、東京都立大学牧野標本館ハーバリウムスタディとの

合同開催で2回連続の講座とし、10月27日の第1回講座は植物多様性センター、11月10日の第

2回講座は東京都立大学牧野標本館を会場として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表24 植物多様性に関する講座の実施状況（令和5年度）(1/2) 

写真13 アダチハッピーハニー（令和5年度） 写真14 三鷹・調布自然観察会（令和6年度） 

敬称略

№ 実施日 時間 題 講師 参加人数

1 4月22日 13:30～15:30
テンナンショウ、ショクダイオオコンニャ
ク、サトイモ科驚異の世界

邑田　仁 64

2 5月14日 13:30～15:30 初めてさんのためのスゲ超入門 センター職員 14

3 6月4日 10:00～12:00
親子で養蜂家体験　ミツバチとともだちにな
ろう！

杉沼えりか
センター職員

11

4 7月2日 10:30～16:30
第15回「みんなで守ろう日本の野生ラン」シ
ンポジウム

山﨑　旬
三瀬　章裕
新井　二郎
石橋　正行

51
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表26 植物多様性に関する講座の実施状況（令和6年度） 

敬称略

№ 実施日 時間 題 講師 参加人数

5 7月15日 18:00～20:00 ようこそ！夜の植物多様性センターへ
石川　和宏
センター職員

31

6 8月27日 13:30～15:00
スライドショーで楽しむガイドツアースペ
シャル2023夏

センター職員 26

7 10月7日 13:30～15:30 ミツバチの蜜源植物を育てよう！
杉沼えりか
センター職員

30

8 1月14日 13:30～15:30
スライドショーで楽しむガイドツアースペ
シャル2024冬

センター職員 33

260合計

表25 植物多様性に関する講座の実施状況（令和5年度）(2/2) 

敬称略

№ 実施日 時間 題 講師 参加人数

1 4月28日 13:30～16:00 植物図鑑を使いこなそう！ センター職員 22

2 7月21日 10:30～16:30
第16回「みんなで守ろう日本の野生ラン」シ
ンポジウム

蘭光　健人
長澤　淳一
瀨戸　美文
上條　隆志

52(現地
36、オン
ライン16)

3 8月3日 18:00～20:00 ようこそ！夜の植物多様性センターへ
石川　和宏
センター職員

22

4 8月25日 13:30～15:30
スライドショーで楽しむガイドツアースペ
シャル2024夏

センター職員 19

5 9月22日 13:30～15:30 植物とミツバチの科学
杉沼えりか
センター職員

26

6 10月20日 13:30～15:30 新宿御苑とその役割 関　勝雄 29

7 10月27日 13:30～15:30 植物標本をもっとつくろう！(1) 加藤　英寿 19

8 11月10日 13:30～15:30 植物標本をもっとつくろう！(2) 加藤　英寿 17

9 12月8日 13:30～15:30 植物図鑑を使いこなそう！冬編 センター職員 20

10 1月19日 13:30～15:30 樹木医と学ぶ冬の樹木 センター職員 19

11 2月16日 13:30～15:30 芝生でロゼット観察 センター職員 19

212合計
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５ 植物多様性センター外部の展示 

 植物多様性センターでは生物多様性保全の普及を目的として、他の公園・植物園等におい

てパネル等の展示を実施している。令和5年度は、令和4年度末に完成した『開設10周年記念

誌 神代植物公園植物多様性センター ガイドブック』を、10か所の公園で展示していただい

た。実施状況を表27に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表27 外部展示の実施状況 

写真15 テンナンショウ、ショクダイオオコンニャク、 

サトイモ科驚異の世界（令和5年度） 
写真16 植物標本をもっとつくろう！（令和6年度）  

№ 期間 場所 № 期間 場所

1 10月25日～3月31日 赤塚公園 6 10月25日～3月31日 東大和南公園

2 10月25日～3月31日 石神井公園 7 10月25日～3月31日 武蔵野中央公園

3 10月25日～3月31日 小山内裏公園 8 10月25日～3月31日 殿ヶ谷戸庭園

4 10月25日～3月31日 小山田緑地 9 10月25日～3月31日 六義園

5 10月25日～3月31日 汐入公園 10 10月25日～3月31日 小峰公園

写真17 開設10周年記念誌 写真18 小峰公園における展示 
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６ 植物多様性センター外部の講座 

 植物多様性センターでは植物保全や生物多様性保全の普及を目的として、依頼に応じて

外部での講座を実施している。講師は植物多様性センター職員が担当した。令和5年度・6年

度の実施状況を、表28～表29に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習プログラム 

植物多様性センターでは原則1か月に2団体を上限として、学校や各種団体向けに植物を

テーマとした学習プログラムを、セミナールームでの室内講義と学習園での観察や実習を

組み合わせた形式で実施している。また大学や専門学校からのインターンシップについて

も、学習プログラムの一環として受け入れている。講師は植物多様性センター職員が担当し

た。令和5年度・6年度の実施状況を、表30～表32に示した。 

 令和5年度にはＮＨＫの主催、植物多様性センターの共催で、ドラマ「らんまん」にちな

んだ「植物おもしろっ！牧野富太郎に学ぶ草花観察ワークショップ」を、ドラマで植物画の

指導をされた画家の方を講師に迎えて開催した。 

表28 外部での講座の実施状況（令和5年度） 

№ 実施日 参加人数 題 場所

1 10月21日 12
都立公園における生物多
様性保全の取り組み

舎人公園

2 3月17日 20 春の植物観察会 小山内裏公園

№ 実施日 参加人数 題 場所

1 9月21日 20 初秋の植物観察会 小山内裏公園

表29 外部での講座の実施状況（令和6年度） 

写真19 舎人公園での講座の実施（令和5年度） 写真20 小山内裏公園での講座の実施（令和6年度） 
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表30 学習プログラム実施状況（令和5年度） 

№ 実施月 団体名 人数

1 5 調布市立北ノ台小学校4年生 142

2 5 豊川市立小坂井中学校 36

3 5 東京都立大学プレミアムカレッジ 21

4 5 調布市立柏野小学校 33

5 6 調布市立柏野小学校 64

6 6 調布市立北ノ台小学校4年生 57

7 7 調布市立北ノ台小学校4年生 84

8 7 東京ネイチャーアカデミー 23

9 8 東京農業大学地域環境科学部 2

10 8 東京都立大学人文社会学部 1

11 8 東京都立大学システムデザイン学部 1

12 9 国分寺市環境ひろば 9

№ 実施月 団体名 人数

1 4 調布市立北ノ台小学校4年生 92

2 4 駒沢女子大学インターンシップ 1

3 5 調布市立北ノ台小学校4年生 30

4 5 三鷹市立大沢台小学校1年生 64

5 5 東京ネイチャーアカデミー 15

6 6 東京都立大学プレミアムカレッジ 24

7 6 調布市立北ノ台小学校4年生 94

8 6 東京農業大学インターンシップ 1

9 7 調布市立北ノ台小学校4年生 30

10 9 東京都立大学インターンシップ 2

11 9 帝京科学大学学芸員実習 9

12 11 工学院大学インターンシップ 1

13 11 調布市立北ノ台小学校4年生 118

14 2 調布市立北ノ台小学校4年生 120

15 3
植物おもしろっ！牧野富太郎に学ぶ草
花観察ワークショップ（主催ＮＨＫ）

62

663合計

表31 学習プログラム実施状況（令和6年度）(1/2) 
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８ チルドレンズミュージアム 

植物多様性センターでは教育・普及に関する取り組みの対象層の拡大、及び利用者層の一

層の拡充を目的として、特に乳幼児を連れたファミリー層をはじめとする家族連れや低年

齢層者が利用できる場を提供し、植物を楽しみ親しんでもらうことができるよう、“チルド

レンズミュージアム”を令和5年度より開始した。 

具体的には情報館内に、ハンズオン展示を設置した「チルドレンズミュージアム・コーナ

ー」や子ども向け図書を集めた「えほんコーナー」を設けるとともに、セルフガイドシート

の配布やミニイベントを開催した。また前述した講座についても、「親子で養蜂家体験 ミ

ツバチとともだちになろう！」等の対象が子どもや親子連れである企画は、チルドレンズミ

ュージアムの一環として実施した。令和5年度・6年度の実施状況を、表33～表34に示した。 

  

表32 学習プログラム実施状況（令和6年度）(2/2) 

写真21 帝京科学大学学芸員実習（令和5年度） 写真22 調布市立北ノ台小学校4年生（令和6年度） 

№ 実施月 団体名 人数

13 9 東京農業大学地域環境科学部 1

14 9 帝京科学大学学芸員実習 12

15 9 東京農業大学地域環境科学部 1

16 9 東京農業大学農学部 1

17 11 ID学園高等学校 13

18 11 調布市立北ノ台小学校4年生 136

19 2 調布市立北ノ台小学校4年生 132

769合計
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表33 チルドレンズミュージアム実施状況（令和5年度） 

№ 実施日 題 参加人数

1 5月10日～5月31日 植物クイズ「すげースゲクイズ！」 －

2 5月17日 自然発見ビンゴ 64

3 6月1日～9月30日 植物クイズ「探検！シダクイズ！」 －

4 6月4日
親子で養蜂家体験　ミツバチとともだちにな
ろう！

11

5 7月15日 ようこそ！夜の植物多様性センターへ 31

6 7月19日～9月30日 植物・動物 観察レポートをつくろう！ 151

7 10月1日～11月30日 植物クイズ「秋のきのみクイズ！」 －

8 10月7日 ミツバチの蜜源植物を育てよう！ 30

9 10月28日 ミニイベント「どんぐりクラフト①」 11

10 12月1日～3月2日 植物クイズ「冬のふゆめクイズ！」 －

11 1月21日 ミニイベント「どんぐりクラフト②」 8

表34 チルドレンズミュージアム実施状況（令和6年度） 

№ 実施日 題 参加人数

1 4月2日～6月30日 植物クイズ「すげースゲクイズ！」 －

2 7月2日～8月31日 植物クイズ「夏の葉っぱクイズ！」 －

3 7月2日～8月31日 植物クイズ「夏のシダクイズ！」 －

4 7月20日～9月29日 植物・動物 観察レポートをつくろう！ 91

5 8月3日 ようこそ！夜の植物多様性センターへ 22

6 9月22日 植物とミツバチの科学 26

7 10月1日～11月30日 植物クイズ「秋のきのみクイズ！」 －

8 11月16日 ミニイベント「どんぐりクラフト①」 7

9 12月25日～2月28日 植物クイズ「冬のふゆめクイズ！」 －

10 2月15日 ミニイベント「どんぐりクラフト②」 22

11 2月18日 落ち葉プール 46

12 2月20日 落ち葉プール 69

13 2月27日 落ち葉プール 16
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９ 学習園植栽植物 

 令和5年度・6年度に来園者の観察・学習を目的として、温室やバックヤードから学習園に

植栽した植物の一覧を、表35～表42に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表35 学習園植栽植物一覧（令和5年度） (1/4) 

写真24 落ち葉プール（令和6年度） 写真23 どんぐりクラフト（令和5年度） 

ゾーン エリア

イヌゴマ 武蔵野 池周り

オニヤブソテツ 管理 伊豆極相林

オニユリ 武蔵野 池周り

カラスザンショウ 武蔵野 礫地

ギョウギシバ 武蔵野 礫地

コクサギ 武蔵野 池周り

ハマナデシコ 伊豆諸島 海岸岩地

ハマボッス 伊豆諸島 海岸岩地

ヤナギイチゴ 管理 伊豆極相林

イヌハギ 武蔵野 礫地

ウリノキ 武蔵野 池周り

カワラヨモギ 武蔵野 礫地

ギョウギシバ 武蔵野 礫地

クコ 武蔵野 低木

シャシャンボ 武蔵野 低木

タンキリマメ 武蔵野 礫地

ボタンボウフウ 管理 伊豆極相林

ワダン 管理 伊豆極相林

オオバヤシャブシ 伊豆諸島 火山性草地

オミナエシ 武蔵野 高茎草地

シマホタルブクロ 管理 伊豆極相林

タンキリマメ 伊豆諸島 海岸砂地

4

5

6

月 種名
植栽地
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表36 学習園植栽植物一覧（令和5年度） (2/4) 

ゾーン エリア

ツリガネニンジン 武蔵野 低茎草地

ヒガンバナ 武蔵野 高茎草地

ホタルブクロ 武蔵野 高茎草地

ムラサキ 武蔵野 高茎草地

7 ムラサキ 武蔵野 高茎草地

オミナエシ 武蔵野 高茎草地

センボンヤリ 管理 奥多摩

ツリガネニンジン 武蔵野 低茎草地

ヤブツルアズキ 管理 奥多摩

イヌザクラ 管理 旧球根

オオバヤシャブシ 伊豆諸島 火山性草地

オミナエシ 武蔵野 高茎草地

コゴメヤナギ 武蔵野 池周り

ツリガネニンジン 武蔵野 低茎草地

ハマサワヒヨドリ 伊豆諸島 海岸岩地

ヒガンバナ2倍体 武蔵野 池周り

アキニレ 武蔵野 礫地

アキノキリンソウ 奥多摩 四阿周辺

イズノシマダイモンジソウ 管理 伊豆極相林

イヨカズラ 伊豆諸島 海岸岩地

イヨカズラ 管理 伊豆極相林

カワラノギク 武蔵野 礫地

クリ 奥多摩 落葉広葉樹林

ケカモノハシ 伊豆諸島 海岸岩地

コアゼガヤツリ 奥多摩 四阿周辺

コシオガマ 奥多摩 四阿周辺

コバギボウシ 武蔵野 礫地

コマツナギ 武蔵野 礫地

センリョウ 管理 伊豆極相林

ツメレンゲ 武蔵野 池周り

トダシバ 奥多摩 四阿周辺

ネズミガヤ 奥多摩 四阿周辺

ハマヤブマオ 武蔵野 礫地

ヒメシオン 武蔵野 礫地

フヨウ 武蔵野 低木

ホトトギス 奥多摩 四阿周辺

マルバヌスビトハギ 奥多摩 四阿周辺

ムラサキニガナ 管理 フクジュソウ園

6

8

9

月 種名
植栽地

10
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表37 学習園植栽植物一覧（令和5年度） (3/4) 

ゾーン エリア

メガルカヤ 奥多摩 四阿周辺

メナモミ 伊豆諸島 海岸岩地

ヤブツルアズキ 奥多摩 四阿周辺

ヤブハギ 奥多摩 四阿周辺

ヤマハッカ 奥多摩 四阿周辺

リンドウ 奥多摩 四阿周辺

アカソ 管理 バックヤード

ウグイスカグラ 管理 バックヤード

ウグイスカグラ 武蔵野 雑木林

ウツギ 管理 バックヤード

ウマノスズクサ 管理 バックヤード

ウマノスズクサ 管理 フクジュソウ園

ウマノスズクサ 武蔵野 低茎草地

ウマノスズクサ 武蔵野 路傍

オオツクバネウツギ 管理 バックヤード

カヤ 管理 バックヤード

カントウヨメナ 武蔵野 礫地

コツクバネウツギ 管理 バックヤード

メガルカヤ 武蔵野 礫地

モクレイシ 武蔵野 礫地

ヤマウコギ 武蔵野 低木

ヤマツツジ 管理 バックヤード

オカウコギ 管理 バックヤード

キブシ 管理 バックヤード

ツボクサ 武蔵野 路傍

ヒメヘビイチゴ 武蔵野 低茎草地

フキ 武蔵野 路傍

ヤブムラサキ 管理 バックヤード

ヤマツツジ 管理 バックヤード

ヤマハッカ 管理 フクジュソウ園

ヤマハッカ 武蔵野 低茎草地

アカガシ 武蔵野 雑木林

イボタノキ 武蔵野 雑木林

オオバグミ 武蔵野 雑木林

シラカシ 武蔵野 雑木林

ツルグミ 武蔵野 低木

メギ 武蔵野 低木

モミジイチゴ 武蔵野 低木

11

12

2

種名
植栽地

10

月
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表38 学習園植栽植物一覧（令和5年度） (4/4) 

表39 学習園植栽植物一覧（令和6年度） (1/4) 

ゾーン エリア

2 ヤブデマリ 武蔵野 低木

ウラジロガシ 武蔵野 雑木林

オギ 武蔵野 礫地

クコ 武蔵野 低木

コムラサキ 武蔵野 池周り

シバオノエヤナギ 武蔵野 池周り

シロミノコムラサキ 武蔵野 池周り

チョウジソウ 武蔵野 池周り

ハコネウツギ 武蔵野 雑木林

バッコヤナギ 武蔵野 礫地

ハマウド 武蔵野 礫地

ホトトギス 武蔵野 雑木林

マタタビ 武蔵野 池周り

ムラサキニガナ 武蔵野 低木

3

月 種名
植栽地

ゾーン エリア

アツバスミレ 武蔵野 低茎草地

エビネ 管理 情報館前

キセルアザミ 武蔵野 低茎草地

シマタヌキラン 伊豆諸島 火山性草地

シマホタルブクロ 管理 伊豆極相林

スミレ 武蔵野 低茎草地

セイタカヨシ 武蔵野 池回り

センリョウ 管理 伊豆極相林

タマシダ 管理 伊豆極相林

ツルドクダミ 管理 フクジュソウ園

トウダイグサ 武蔵野 路傍

ヒナワチガイソウ 管理 フクジュソウ園

マタタビ 奥多摩 湿生林

マルバスミレ 武蔵野 低茎草地

ミゾコウジュ 管理 フクジュソウ園

ミヤママタタビ 奥多摩 湿生林

ムラサキニガナ 管理 フクジュソウ園

モクレイシ 管理 伊豆極相林

ラセイタソウ 伊豆諸島 海岸岩地

ルリソウ 奥多摩 四阿周辺

ルリソウ 奥多摩 落葉広葉樹林

4

月 種名
植栽地
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表40 学習園植栽植物一覧（令和6年度） (2/4) 

ゾーン エリア

カスマグサ 武蔵野 礫地

カラムシ 管理 伊豆極相林

コアカソ 武蔵野 低木

シマノガリヤス 管理 伊豆極相林

スカシユリ 伊豆諸島 海岸岩地

スカシユリ 管理 伊豆極相林

トゲナシサルトリイバラ 管理 伊豆極相林

ホオズキ 武蔵野 果樹林

ボタンボウフウ 伊豆諸島 海岸岩地

ホトトギス 武蔵野 雑木林（温室前）

ミシマサイコ 武蔵野 礫地

ムラサキ 武蔵野 高茎草地

ヨシ 武蔵野 礫地

アツバスミレ 武蔵野 低茎草地

ガガイモ 武蔵野 路傍

コアカソ 武蔵野 低木

スミレ 武蔵野 低茎草地

ツルドクダミ 管理 フクジュソウ園

ナギナタコウジュ 武蔵野 低木

マルバヤナギ 武蔵野 礫地

ムラサキニガナ 武蔵野 低木

アブラススキ 管理 旧球根

オオイヌタデ 武蔵野 路傍

コマツナギ 武蔵野 低茎草地

シマキンレイカ 管理 伊豆極相林

ハマサワヒヨドリ 管理 伊豆極相林

ハマハタザオ 伊豆諸島 海岸砂地

ムラサキニガナ 管理 フクジュソウ園

ヤブザクラ 武蔵野 低木

オミナエシ 武蔵野 高茎草地

ガガイモ 武蔵野 高茎草地

ガガイモ 武蔵野 路傍

シバ 管理 芝生広場

ツリガネニンジン 武蔵野 低茎草地

ハマサワヒヨドリ 伊豆諸島 海岸岩地

ハマハタザオ 伊豆諸島 海岸岩地

オミナエシ 武蔵野 高茎草地

カワミドリ 奥多摩 四阿周辺

5

6

7

8

9

月 種名
植栽地
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表41 学習園植栽植物一覧（令和6年度） (3/4) 

ゾーン エリア

コマツナギ 武蔵野 低茎草地

リンドウ 奥多摩 落葉広葉樹林

エイザンスミレ 武蔵野 低茎草地

ガガイモ 武蔵野 路傍

コアカソ 管理 旧球根

スミレ 武蔵野 低茎草地

ヒルムシロ 管理 屋外水槽

レモンエゴマ 管理 旧球根

アオキ 管理 旧球根（林縁）

カラムシ 管理 旧球根（林縁）

カワラノギク 武蔵野 礫地

ケンポナシ 管理 旧球根（林縁）

コウヅエビネ 管理 情報館前

リンドウ 管理 旧球根（林縁）

アカバナ 武蔵野 低茎草地

アブラナ 管理 バックヤード（屋外水槽）

ガガイモ 管理 フクジュソウ園

ガガイモ 管理 旧花木園

キンラン 管理 フクジュソウ園

コボタンヅル 管理 旧球根（林縁）

ゼンプクジアザミ 武蔵野 高茎草地

センリョウ 武蔵野 雑木林

ノシラン 武蔵野 雑木林

ホトトギス 管理 旧球根（林縁）

ムラサキニガナ 管理 旧球根（林縁）

レモンエゴマ 管理 旧球根（林縁）

1 サクユリ 管理 伊豆極相林

カタクリ 武蔵野 雑木林

セリバオウレン 武蔵野 雑木林

センブリ 武蔵野 雑木林

チョウジソウ 武蔵野 雑木林

ミクラジマトウヒレン 管理 伊豆極相林

ヤマブキソウ 武蔵野 雑木林

アマナ 武蔵野 雑木林

イチリンソウ 武蔵野 雑木林

イワタイゲキ 伊豆諸島 海岸岩地

オオツクバネウツギ 伊豆諸島 海岸岩地

ゴマノハグサ 管理 バックヤード（屋外水槽）

12

2

3

9

10

11

月 種名
植栽地
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表42 学習園植栽植物一覧（令和6年度） (4/4) 

写真25 アカバナ 写真26 コマツナギ 

ゾーン エリア

サギゴケ 武蔵野 低茎草地

シマホタルブクロ 伊豆諸島 海岸岩地

シマホタルブクロ 管理 伊豆極相林

スカシユリ 伊豆諸島 海岸岩地

チョウジソウ 管理 バックヤード（屋外水槽）

ニリンソウ 武蔵野 雑木林

ノリウツギ 管理 伊豆極相林

ハマナデシコ 伊豆諸島 海岸岩地

ハマハタザオ 伊豆諸島 海岸岩地

ハマボッス 伊豆諸島 海岸岩地

ミゾコウジュ 武蔵野 低茎草地

3

植栽地
月 種名

写真27 シマホタルブクロ 写真28 ムラサキ 
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Ⅴ．その他 

１ 来館者数 

 令和5年度・6年度及び過去2年間の植物多様性センター内情報館の来館者数を、表43及び

図3に示した。来館者数は令和5年度は31,471人、令和6年度は32,788人であった。令和4年度

に開設以来最多の35,965人を記録したが、その後やや減少している。 

なお平成31年度（2019年度）から令和3年度まで、新型コロナウィルス感染症（COVID‐19）

の感染拡大防止のため、数日から数か月の臨時休園措置を繰り返したが、令和4年度以降は

臨時休園措置を行っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表43 情報館来館者数の推移 

図3 情報館来館者数の推移 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R3 0 0 2,298 2,132 1,720 2,796 2,557 3,457 2,418 1,075 0 1,227 19,680

R4 3,497 3,856 2,960 2,144 2,338 2,565 2,680 3,114 2,607 3,132 3,616 3,476 35,985

R5 3,257 3,576 2,618 2,546 2,001 2,262 3,100 2,660 1,989 2,331 2,473 2,658 31,471

R6 3,390 4,120 2,436 1,967 2,132 2,311 2,828 3,161 2,173 2,299 3,174 2,797 32,788


